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就学指導体制については、「生活や学習上の困難を抱える児童生
徒一人ひとりの教育ニーズを把握し ､適切な教育や指導を通じ
て必要な支援を行う就学支援体制を確立する」に改め、障害児
教育の充実については、「特別支援教育の充実」と訂正します。

施策を展開していく中で、変化する観光客ニーズに柔軟に対応
しながら、より効果的な施策へとつなげていきます。

みなさんからのご意見を紹介します

※ご意見は、紙面の関係上、抜粋して紹介するとと
もに、一部修正しています。
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計画へ反映

市民のみなさんの

意見を反映

　

10
年
間
の
基
本
的
な
政
策
を
示
す
「
基
本
構

想
」（
案
）
と
５
年
間
の
各
分
野
の
主
要
な
施

策
を
示
す
「
基
本
計
画
」（
案
）
を
、
昨
年
10

月
か
ら
約
１
カ
月
間
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
公

表
し
、
市
民
政
策
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
を
広

く
聴
き
ま
し
た
。

　

市
民
政
策
コ
メ
ン
ト
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
や
団
体
か
ら
、
市
が
政
策
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
の
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
具
体
的
な

事
業
の
進
め
方
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
分
野

に
わ
た
り
、
１
４
０
件
も
の
多
く
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
、
あ

る
い
は
今
後
の
事
業
推
進
に
参
考
と
な
る
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
市
民
政
策
コ
メ
ン
ト
の
概
要
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
（
ア

ド
レ
ス
は
23
ペ
ー
ジ
参
照
）。

障害の状態に応じた適切な就学指導体制を確立していくのでは
なく、一人ひとりの教育的ニーズに応じた就学支援体制を確立
していくべきものである。また、「障害児教育の充実」は、近年
の状況から「特別支援教育の充実」へと訂正すべきである。
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住民が相談したり、集まって話し合う場所に行政が目を向けて
いく必要がある。地域住民のコミュニティーをどうつくってい
くか、地域の特徴を生かし、住民自治をどうつくっていくか、
これに目を向けないと過疎が進んでいく。それには、定年退職
した人たちの力を活用していくことが必要である。

このことを踏まえて、コミュニティー活動の促進、コミュニテ
ィー活動の主体性を高めること、防災、地域福祉、高齢者、地
域文化などに関する施策について、多面的に進めていく考え方
を示していますが、各事業を推進していく中で参考にします。

市民と行政との協働、産学官連携といった言葉はあるが、地域
経済を活性化させるため、中小企業、起業者、空き店舗活用な
どにおける地域密着型の金融機関としての機能強化といった観
点の記述がない。

「鳥取商工会議所や各地区商工会、鳥取県中小企業団体中央会な
どの経済団体、地元金融機関など、関係機関との連携を図り、
経営基盤の強化を図ります」と加筆修正します。

10年先には、65歳以上の高齢者が４人に１人となる。市役所
の中に、高齢者事業部といった、高齢者をターゲットにした組
織を考えてもらいたい。そこで、健康や福祉、文化の問題など
を含めて業務を行ってはどうか。

多くの経験や知恵をもった高齢者のみなさんが活躍できる社会
参加の場づくりは、今後一層重要になってくると考えられます。
高齢者行政の一元化については、検討を進めます。
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総合企画委員会での審議

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Voic
e

計画へ反映

鳥取市が誇る全国ブランドの観光地は「鳥取砂丘」であり、観光
客倍増をめざすのであれば、もっと強力な施策展開を示すべき。


